
入試を中心とした情報分野の学力評価手法の検討

大学入学共通テスト
「情報」における

予備校の取り組みと模試分析
 

～大学入試への期待と課題〜
駿台予備学校 情報科講師 植垣 新一
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投影資料ダウンロード用ページ作成
＋QRコードスライド作成
https://informatics1.jp/emiu

Web公開用（一部の内容は当日参加者のみの公開情報です。）



自己紹介

植垣 新一
うえがき しんいち

出身地：大分県（現在 東京都在住）
2003年 大分大学 教育福祉科学部（現：教育学部）卒業
・大学卒業後 パソコンインストラクター ２年

↓システム開発に携わるため転職・上京

・IT業界で約１５年勤務（黒歴史 途中２年 ケバブ店経営）

-システムエンジニアリングサービス(SES)企業に勤務
主に富士通やNTT関連の大規模プロジェクトのSEとして
システム開発に携わってきました。
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2023年 佛教大学（通信課程）で高等学校教諭一種免許状（情報）取得
2025年 帝京大学大学院理工学研究科 修士課程 修了

情報Ⅰが共通テストに加わるかも 2021年 退職



生きたIT知識を教育現場へ
～情報の楽しさを伝えたい～

■保有資格等■
・修士（工学）
2025年 情報処理学会全国大会で大会優秀賞、学生奨励賞を受賞

「情報I向けLA実験環境におけるプログラミングの活動履歴取得機能の実装」

・高等学校教諭一種免許状（情報）
※専修免許状（情報）取得見込み（申請準備中）

・情報処理 国家資格（難易度順）
プロジェクトマネージャ
システムアーキテクト
情報処理安全確保支援士
ソフトウェア開発技術者
基本情報技術者
初級システムアドミニストレータ

・JAVAプログラマ（SJC-P、SJC-WC)

登録者：37,000名(2025年10月現在）

情報Ⅰの授業動画・資料を600本以上無料提供

高校情報Ⅰ教材開発
企業サポート

情報教育系 YouTuber
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駿台予備学校 情報科講師
2024年～

https://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004emc-att/1ZJ-02.pdf
https://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004emc-att/1ZJ-02.pdf
https://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004emc-att/1ZJ-02.pdf
https://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004emc-att/1ZJ-02.pdf
https://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004emc-att/1ZJ-02.pdf


拙著 すべて動画付き!

インプレス
稲垣 俊介 監修

大修館書店
能城茂雄，
秋吉祐樹，

植垣 新一 共著

技術評論社
能城 茂雄 監修
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インプレス KADOKAWA



本の出版をきっかけに声をかけて頂き駿台予備学校講師へ

テキスト
駿台予備学校 池袋校での夏期講習の様子(2024年）

5※主に映像講座を全国に配信

インプレス
稲垣 俊介 監修

予備校以上のものを
無料特典で提供したい！
・動画講義
・演習問題Web提供
・プログラミング演習環境
・用語集 など



実教出版 副教材 2026年2月28日発売予定

ベストフィットNew Edition 動画解説制作

大幅リニューアル
共通テスト用プログラム表記の問題も充実。

動画解説の制作を担当

見本誌が届いたら
サンプル動画も
是非観てください！

6共通テストレベル実践問題（データの活用）の一部作問も担当



ベネッセコーポレーション

共通テスト対策 直前演習 情報Ⅰの動画解説を担当
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本日のお話しする主な内容
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①初年度共通テスト本試験の分析
（駿台・全国平均との設問別比較 ※特徴的なものを抜粋）

②駿台内部生（既卒生）の模試結果と共通テストまで追跡調査

③ベネッセ進研模試（全国模試）の分析と作問方針
※ベネッセコーポレーション提供資料を引用

④駿台予備学校における共通テスト対策講座の内容と留意点

⑤情報入試への期待と大学への要望



2025年 共通テスト「情報Ⅰ」
駿台校内生 本試験×模試 分析

9



・約27万人が情報Ⅰを受験

・全国平均 69.26点と高め

・初年度は全体的にやや易しい問題が多かった

・駿台校内生（既卒生）の全体平均
82.3点と非常に高い（満点は144名!）

※母数は非公開です。

 ※「旧情報」の世代ですが駿台ではこれからの大学での学びを考え
原則、情報Ⅰで受験してもらっています。 10

平均点・難易度など

全受験者27万人中満点は1318人→10%以上が駿台校内生

出典：令和７年度 試験情報データ（本試験） | 独立行政法人 大学入試センター

https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/hyouka/r7_hyouka/r7_data.html
https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/hyouka/r7_hyouka/r7_data.html
https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/hyouka/r7_hyouka/r7_data.html
https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/hyouka/r7_hyouka/r7_data.html
https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/hyouka/r7_hyouka/r7_data.html


YouTubeアンケート機能を利用
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一般アンケート



・思考力を試す「良問」であった。
・難易度は試作問題より、「同程度～やや易」
・知識を直接問う問題は、かなり少ない
思考力・問題解決能力が試されるものが多い

・問題文をよく読み・その場で判断すれば
あまり事前知識が無くても解ける問題も多かった

・プログラミングもそこまで難しさを感じず、
解いていてためになることも多かった

・日常生活の身近な話題から出題され良い問題
・思ったほど難しくなく安心した
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新聞等で見られる本試験の評価（基本的にポジティブ）
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スライド 12

２月に駿台予備学校 池袋校で行われた情報科教員向け
共通テスト分析会（４０名以上参加）では、
約７～８割の先生方が初年度の内容は
ポジティブととらえていました。

ネガティブ意見は、もう少し知識問題を増やしてほしかった、
上位校の生徒が勉強量で得点差があまり出なかった等



詳細な解説はYouTubeで無料公開しています。
良ければ学校の対策講座等で活用してください。
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https://youtu.be/cTBQWO0wx7s https://youtu.be/eCw7jwIhVW8

https://youtu.be/cTBQWO0wx7s
https://youtu.be/eCw7jwIhVW8


2022年11月大学入試センターが発表した
試作問題と同じ大問構成（駿台模試・ベネッセ進研模試とも同じ）

2025年共通テスト「情報Ⅰ」本試験 問題構成

大問 主な分野

第１問
(20点）

問１ ネットワーク・セキュリティ技術（４章）

問２ デジタル（２章）

問３ 情報システム（４章）

問４ 情報デザイン（２章）

第２問
(30点）

A 情報システム・データベース・データの活用（４章）

B シミュレーション（３章）

第３問
(25点）

アルゴリズムとプログラミング（３章）
※ガントチャートは問題解決ツール（１章）

第４問
(25点）

データの活用（４章）

15※複数分野にまたがるものもあるが、ここでは主たる分野に割り振っている



大問別 全国平均との比較
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総得点
（平均）

大問1 大問2 大問3 大問4

(20点） （30点） (25点） (25点）

全国 69.2* 13.0 22.8 16.2 17.2
駿台 82.6※ 16.2 25.4 20.1 20.8 

全国得点率 65% 76% 65% 69%
駿台得点率 81% 85% 80% 83%
駿台-全国 +16% +9% +15% +14%

※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた学生のみの平均点
駿台校内生の全体平均は82.3点（母数は非公開）

・対策をしてないと解けない知識問題の正答率が全国平均より20%以上高かった
・プログラミングの穴埋めの正答率が全国平均より20%以上高かった



設問別の正答率比較（全国×駿台校内生）
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すべての問題で駿台生が全国平均を上回っている

第１問 第２問 第３問 第４問



正答率の差（駿台平均－全国平均）

全国平均より
２０％以上高い

（差がついた問題）

全国平均との差が５％以下
難易度低め→正答率が９割以上の問題

プログラミングの後半
（穴埋め・トレース）で
差がついたものが多い

第２問は比較的易しい問題多い
→差があまりつかない

第１問 第２問 第３問 第４問
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正答率の差（駿台平均－全国平均）が
２０％以上の問題
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第１問 問１b IPアドレス
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全国平均がかなり低い
全国平均 ：４１．８％
駿台生平均：６８．５％
※駿台校内生（既卒）で設問ごと
の状況を入力してくれた学生のみ
（平均82.6点）

理由を知らなくてもIPv4が32ビットであることを知って
いれば、128ビットはより多くの状態を表すことができる
と推測できるため、②に絞れる。



第１問 問２ （２章 デジタル）

１つのセグメントは
点灯か消灯の２つの状態を表せる

7つすべてのセグメントを組み合わせ
2 × 2 × 2 × 2 × 2 × 2 × 2 = 27

128通り

答え：128
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全国平均 ：６８．２％
駿台生平均：９０．５％
※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた
学生のみ（平均82.6点）



第１問 問３ チェックディジット（４章 情報システム）

■方法Aの合計の計算式：

N5＋N4＋N3＋N2＋N1

■方法Bの合計の計算式：

３（N5＋N3＋N1）+N4＋N2

枠内が入れ替わっても合計値は変わらない
→チェックディジットは同じ

重みづけ 値が入れ替わるとチェックディジットが
変わる可能性がある。

奇数桁と偶数桁は交互に配置されているため、「連続する二つの桁の数字の順
序を逆にする」という操作が、この奇数桁と偶数桁の入れ替えに該当します。

奇数桁 偶数桁

22

全国平均 ：５９．９％
駿台生平均：８１．４％
※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた学生のみ（平均82.6点）

文字式をイメージできることが大切



第３問 問２ 空欄キ
４

添字 1 2 3

要素 5 3 4

Akibi

3

1 buinsu

3

tantou

13

共通テスト用プログラム表記では繰り返しをカウントする
変数（今回はbuin)は宣言なしで使えます。
※変数「i」と同じ役割。

２

変数tantouは(07)行目の表示処理で次の工
芸品の担当部員の番号として使われている。
よって、空欄キは空きになる日付が小さい
ものを判定している処理だと推測できる。

buin

2

変数buin、変数tantou自体は日付を表すものではないので、選択肢の⓪と②は除外される。

Akibi[buin]
今回の判定対象の部員の空きになる日付

Akibi[tantou]
現時点の担当者の空きになる日付

今回の判定対象の部員の空きになる日付が現時点の
担当者の空きになる日付より小さければ、判定対象
の部員の空き日付が現時点の最小値となる

＜
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全国平均 ：６１．３％
駿台生平均：８２．１％
※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた学生
のみ（平均82.6点）



第３問 問２ 空欄ク トレース

[5, 6, 4, 4, 4]

5

もし Akibi[buin] < Akibi[tantou] ならば：

添字 1 2 3 4 5

要素 5 6 4 4 4

Akibi

５
tantou

3
5

４ 4 False(偽）

buintantou

３

1

24

全国平均 ：２１．９％
駿台生平均：４２．２％
→穴を埋められても
他人のプログラムをトレースする力は弱い！

※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力
してくれた学生のみ（平均82.6点）



第３問 問３ 空欄ケ～コ

添字 1 2 3 4 5 6 7 8 9

要素 4 1 3 1 3 4 2 4 3

Nissu 工芸品の番号順に製作日数を並べた配列

9

添字 1 2 3

要素 1 1 1

Akibi 各部員が空きになる日付を管理する配列

工芸品数を表わす変数

3
部員数を表わす変数

実行結果のイメージ

(05)～(11)行目で各工芸品に対して順に担当と期間を求めていく
→工芸品の数分繰り返す（９回）

空欄コの答え

kougeihinsu

１～９までの数字が入る変数宣言
（工芸品の番号と一致）

空欄ケの答え

kougeihin
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ケ 全国平均：５２．０％ 駿台生平均：７４．２％
コ 全国平均：５６．６％ 駿台生平均：７５．４％
※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた学生のみ（平均82.6点）



第３問 問３ 空欄サ

9
工芸品数を表わす変数

3
部員数を表わす変数
kougeihinsukougeihin

問２における図４の(03)行目～(06)行目と同じ処理
次に割り当てる工芸品の担当部員の番号を決める処理

開始日付 開始日付に何を足せば
終了日付になるか？

工芸品１ １ ＋ ４ －１ ＝ ４
開始日付＋製作日数－１

Akibi[tantou] Nissu[kougeihin]
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全国平均：４３．８％ 駿台生平均：６９．８％
※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた学生のみ（平均82.6点）



第３問 問３ 空欄シ

9
工芸品数を表わす変数

3
部員数を表わす変数
kougeihinsukougeihin

Nissu[kougeihin]-1

担当部員の空きになる日付を更新する処理

部員２が工芸品５を担当する場合
現在の空き日:３日目 ＋ 製作日数:３日 ＝ ６日目

空き日

Akibi[tantou] Nissu[kougeihin]
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全国平均：３９．０％ 駿台生平均：６７．１％
→全国と駿台の差が大きい 駿台はプログラムの最後の問題にしては高め
時間制限で解けなかった人もいると考える
※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた学生のみ（平均82.6点）



第４問 問１ 空欄ア・イ ※知識問題

郵便番号は「102-0072」は「東京都千代田区飯田橋」といったように
異なる分類として区別することだけに意味を持ち，順序や大きさは意
味がないので③の「名義尺度」に該当します。

旅行者数は、関東への旅行者数は、北海道への旅行者数の4倍多いと
いったように数値の差とともに比率にも意味があるので、
⓪の「比例尺度」に該当します。
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全国平均：２８．８％ 駿台生平均：５６．７％
知らないと解けない知識問題
・そもそも情報Ⅰ講座を履修していない
・夏期から期間が空いて忘れた

※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた学生のみ

（平均82.6点）



本試験の１週間前に重点対策（一般公開）
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１月12日 共通テスト予想問題演習会 直前演習会 4時間のYouTubeライブ
始めの１問目→名義尺度（性別）をあえて数字にした

https://www.youtube.com/watch?v=mUi8VcmT_yA

https://www.youtube.com/watch?v=mUi8VcmT_yA


第４問 問４ 空欄コ

「⓪ 出張等も観光等も多
めの都道府県」の領域

「①出張等は多めではないが
観光等は多めの都道府県」の

領域

「②出張等は多めだが観光等は
多めではない都道府県」の領域

「③ 出張等も観光等も多めで
はない都道府県」の領域
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全国平均 ：６７．３％
駿台生平均：８８．６％
※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた学生のみ（平均82.6点）

第３四分位数と箱ひげ図の対応（基礎）を知らないと解けない問題



得点率の差（駿台平均－全国平均）が
５％以下（差が付きにくい）の問題

31



第１問 問４ 情報デザイン

項目１から項目５は同じ大きさなので、
「対象物が大きいほど、対象物に移動するときの
時間が短くなる。」の法則は影響しません。

「対象物への距離が短いほど、対象物に移動するときの時間が短くな
る。」という法則と照らし合わせると、項目５は一番離れています。
つまり最も指し示すのに時間がかかる項目ということがわかります。

利用頻度が⓪「低い」項目なので、
意図的に①「マウスカーソルの位置から遠い場所」に配置
されていると考えられる。
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全国平均 ：９５．０％
駿台生平均：９８．２％
※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた学生のみ（平均82.6点）



第２問A 問１ 空欄ア

「時間帯ごとの総売上額（消費税込）」の比較を行うためには、
「時間帯」と「税込の総売上額」が分かる項目が必要

時間帯については、問題文に提示されている
「購入時刻」の項目を利用することができます。

税込の総売上額については、⑤の「購入した商品の合計」が
税込の金額であるため、この項目を利用することができます。

おつりも含む
ので誤り
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全国平均 ：９６．４％
駿台生平均：９７．６％ ※この問題を丁寧に説明しても眠たそうな生徒多数

※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた学生のみ（平均82.6点）



第２問A 問１ 空欄イウ

「曜日別の各商品の購買状況」を把握するためには、
「曜日」と「各商品の購買状況」が分かる項目が必要

「曜日」については、問題文に提示されている
「購入日, 曜日」の項目から取得することができます。

「各商品の購買状況」については、
個別の商品を特定するための③「商品コード, 購入商品名」と
購入数量を把握するための④「購入した商品の個数」
の項目から取得することができます。
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全国平均 ：９５．７％
駿台生平均：９８．５％ ※この問題を丁寧に説明しても眠たそうな生徒多数
※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた学生のみ（平均82.6点）



下線部(A)の分析によって得られない情報として最
も適当なものを，次の⓪～③のうちから一つ選べ。

⓪ 顧客が商品を購入した理由。

① 同じ顧客に，繰り返し購入される傾向がある商品。

② ある商品を多く購入している顧客の年齢層。

③ 年齢や性別の違いによる，来店する時間帯の傾向。

第２問A 問２ 空欄エ

顧客が商品を購入した理由が直接的にわかるアンケート
結果のような項目がポイント会員情報とレシートから読
み取れません。（正解）

同じ顧客か否かは、ポイント会員情報の会員ID（顧客ご
とに一意な値）から取得できます。

年齢層については、
ポイント会員情報の生年から取得できます。
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全国平均 ：９８．０％
駿台生平均：９９．２％
※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力してくれた学生のみ（平均82.6点）

年齢や性別については、
ポイント会員情報の生年や性別から取得できます。



第３問 問１ 空欄ア～イ

工芸品４を担当する部員と開始日付が問われている。

工芸品4の
製作日数は1日

工芸品4

1日間

2日目

２ ２

部員２が

36

ア
全国平均 ：９７．１％
駿台生平均：９９．７％

イ
全国平均 ：９５．４％
駿台生平均：９９．１％
※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力
してくれた学生のみ（平均82.6点）



第３問 問２ 空欄カ

配列Akibiの添字が3の要素が問われている。

図１より４日目が部員３が空きになる日
なので空欄カは４が格納されている。

添字 1 2 3

要素 5 3 4

最小値なので
部員２が次の工芸品の製作担当
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全国平均 ：９４．３％
駿台生平均：９９．３％
※駿台校内生（既卒）で設問ごとの状況を入力
してくれた学生のみ（平均82.6点）

添字：配列に格納された個々の要素を指し示す値
Pythonなどのプログラミング言語では添字が０からはじま
るものが多い。試作問題でも０始まり。
大学入試センターが発表した共通テスト用プログラム表記
の例示では、『特に説明の無い限り添字は０から始まる』
とありますが、今回は１から始まると明記されています。
本試験において、見落とさないように注意！

1始まり



駿台 高校１・２年生向け本試験解説講座(1月実施）

正答率が９０％を超える問題を
丁寧に説明した結果・・眠そうです！
正答率高い問題は、ポイントを絞って手短に解説。
正答率低い問題は、丁寧にわかりやすく！
正答率の低いプログラミング
穴埋めになると真剣

38
正答率：９０．５％

聴かなくても
わかってます。

池袋校で１回対面講座を
行い生徒の反応を見た上で
全国向けに映像講座を収録



駿台校内生(既卒生）の
模試結果→本試験 追跡調査

39



駿台校内生（既卒）の駿台模試→共通テストの追跡調査

※3回すべての模試＋本試験を受けた人のみを分析（母数は非公開）

※難易度は、いずれも試作問題レベル

40

① 2024年５月 駿台第１回共通テスト模試
↓

② ７月 駿台第２回共通テスト模試
↓

③ 12月 駿台プレ共通テスト模試
↓

④ 2025年１月共通テスト（本試験 情報Ⅰ）

※後ほど説明する
ベネッセの進研模試とは別です。

教務へ確認したところ
上記の本と基本的に同じ内容

とのことです



駿台校内生（既卒）の駿台模試→共通テストの分析
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５月 ７月 12月 本試験

5月実施 7月実施 12月実施 本試験
平均点 69.3 72.0 82.8 82.9

標準偏差 13.3 15.6 9.8 11.1

※3回すべての模試＋本試験を受けた人のみを分析（母数は非公開）

・7月から12月の
伸びが非常に大きい
- ８月に夏期講習を実施
- 情報AIドリルの継続実施

・７月の散らばり度合いが大きい
→勉強進捗の差異の可能性当日参加者のみの公開情報



駿台校内生（既卒）の駿台模試→共通テストの分析
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・7月から12月の
伸びが非常に大きい
散らばりが縮小

本試験と12月模試は似た傾向
→模試の内容が本試験の
出題傾向を反映している。

5月実施 7月実施 12月実施 本試験
平均点 69.3 72.0 82.8 82.9

標準偏差 13.3 15.6 9.8 11.1

当日参加者のみの公開情報



駿台校内生（既卒）の駿台模試→共通テストの分析

43

相関係数は0.6程度
中程度の正の相関がある。

↓
模試で点数を取れると本試験でも
点数を取れる傾向がある。

↓
模試の内容が本試験の出題傾向を
反映していることがわかる。

当日参加者のみの公開情報



ベネッセ進研模試・本試験の分析
※ベネッセコーポレーションに
進研模試の作問方針および
模試結果の分析資料を提供頂きました。

進研模試（共通テストマーク模試）は
各回 約20～40万人が受験する大規模な模試です。

44



進研模試「情報」 作問方針
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出典：ベネッセコーポレーション

当日参加者のみの公開情報



進研模試「情報」 作問方針（ベネッセ提供）
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出典：ベネッセコーポレーション

当日参加者のみの公開情報



進研模試「情報」 作問方針（ベネッセ提供）
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出典：ベネッセコーポレーション

当日参加者のみの公開情報



進研模試「情報」 作問方針（ベネッセ提供）
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出典：ベネッセコーポレーション

２０２４年２月実施（初回）

当日参加者のみの公開情報



進研模試「情報」 作問方針（ベネッセ提供）
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出典：ベネッセコーポレーション

当日参加者のみの公開情報



進研模試「情報」 作問方針（ベネッセ提供）
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出典：ベネッセコーポレーション

当日参加者のみの公開情報



進研模試「情報」 作問方針（ベネッセ提供）
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出典：ベネッセコーポレーション

当日参加者のみの公開情報



昨年度のベネッセ進研模試分析 前提

2025年1月の共通テスト受験生が対象となった全4回の進研模試
マーク回をすべて受験し、かつ共通テスト情報Ⅰの結果を
データネットに登録いただいた約92,000名の成績の推移を分析

52

① ２３年度 ２年２月回 進研模試
↓

② ２４年度 ３年６月回 進研模試
↓

③ ２４年度 ３年９月回 進研模試 ※ベネッセ・駿台共同

↓
④ ２４年度 ３年１１月回 進研模試 ※ベネッセ・駿台共同

↓
⑤ 2025年１月本番の共通テスト



進研模試の成績→共通テスト本試験の追跡分析

53
出典：ベネッセコーポレーション

当日参加者のみの公開情報



１年生履修と２年生履修の差
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出典：ベネッセコーポレーション

当日参加者のみの公開情報



情報Ⅰと他教科の得点の相関関係
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出典：ベネッセコーポレーション

当日参加者のみの公開情報



2025年度9月回では、情報Ⅰと他教科との間に比較的強い相関がみられ、
この傾向は過去の回を含めて一貫して続いている。
情報Ⅰのみが特異的に高得点を示す傾向は、これまで確認されていない。

【最新】２５年度 ３年９月回 進研模試 ※ベネッセ・駿台共同

56

他教科との相関

出典：ベネッセコーポレーション

情報Ⅰの受験者数 約23万人

当日参加者のみの公開情報



駿台への共通テスト「情報」
対策講座の概要

57
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共通テスト対策講座の指導方針

◆昨年の共通テスト対策講座の指導方針
①大学入学共通テストにおける点数配分を踏まえ
出題傾向に応じた講座時間の最適配分を実施

②情報処理学会 情報入試委員会の
「情報科全教科書用語リスト」を独自に分析
重要語に絞った効率的な学習法を提案
（知識習得に費やす時間を大幅に削減）
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情報AIドリル(詳細は今回の講座では割愛）

※駿台校内生は、私の講座とは別に
L社の情報AIドリルも合わせて活用してもらっています（自習形式）。
本発表では私の対策講座に特化し、情報AIドリルについては割愛させて頂きます。



昨年の駿台予備学校の夏期講習と直前演習講座（植垣担当）

章 対策
講義時間

2025年
本試験

試作問題
（参考）

１章 情報社会
情報モラル・知的財産権・法規など

30分 ０点 ７点

２章 デジタル化・情報デザインなど 70分 １４点 １６点

３章 コンピュータ・プログラミング（２５点）
  モデル化とシミュレーション（１５点）など

200分 ４０点 ４６点

４章 データの活用と分析（２５点）
ネットワーク・セキュリティ技術など

150分 ４６点 ３１点

夏期講習６コマ、直前対策３コマ
計９コマ×５０分＝４５０分の内訳

60大半の時間はプログラミングとデータの活用に利用

※複数分野跨るものは私の判断で割り振っている

好評の為,今年からは＋14コマ



今年から駿台予備学校 情報Ⅰ通年講座がスタート（14回×50分）

回 内容

1
・共通テスト「情報Ⅰ」の概要と勉強のポイント
・１章 情報社会の問題解決

２
・１章 情報社会の問題解決 続き
知的財産権／個人情報とプライバシーなど

３
・２章 デジタル化関連
デジタル表現／基数変換／浮動小数点数など

４
・２章 デジタル化関連続き・情報デザイン
 音・文字・画像のデジタル化/情報デザインなど

５
・３章 コンピュータ関連
構成要素／論理演算など

６
・３章 アルゴリズムとプログラミング
共通テスト用プログラム表記の基礎文法

７
・３章 アルゴリズムとプログラミング
複数文法を組み合わせたプログラム読解

通年講座（１４コマ）＋夏期講習（６コマ）＋直前対策講座（３コマ）＋情報AIドリル

61

回 内容

８
・３章 アルゴリズムとプログラミング 応用

シミュレーション ※テキストは4章

９
・４章 ネットワーク分野

10
・４章 情報セキュリティ技術分野

11
・４章 情報システム分野

データベース分野

12
・４章 データの活用 基本

13
・４章 データの活用 応用

14
・分野横断 総合演習（データの活用含む）

同じ時間内で基礎→共通テスト橋渡し応用レベル演習まで実施
苦手な分野のコマのみ参加（視聴）している生徒が多い傾向



駿台 第１回目の講座で
受講生に伝えている内容
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・昨年は７月～８月の夏期講習
・今年は５月（初回）の通年講座
＋７月～８月の夏期講習



大学入試センター発表 作問方針(2024年6月7日版）

【出典】大学入試センター(２０２４年６月７日発表）
https://www.dnc.ac.jp/news/albums/abm.php?d=355&f=abm00004500.pdf

共通テスト用プログラム表記
63

https://www.dnc.ac.jp/news/albums/abm.php?d=355&f=abm00004500.pdf


試作問題の点数配分（昨年の対策講座のスライドより）

章 点数

１章 情報社会
情報モラル・知的財産権・法規など

７点

２章 デジタル化・情報デザインなど １６点

３章 コンピュータ・プログラミング
モデル化とシミュレーションなど

４６点

４章 データの活用と分析
ネットワーク・セキュリティ技術など

３１点

問題集を前から

解いた場合のやる気

全章同じ厚さ（割合）の参考書・問題集は後半挫折しないように注意！

２冊目は配点割合が高いもの＆苦手なものから解いていく。64



情報Ⅰ 共通テスト対策
覚える用語が沢山ある？

65

よく見る SNS上での発言

他教科に比べて
暗記すべき用語は少ない
意味が与えられた上での
読解力・考察力が大切！
→理由は次から説明



→分冊なので12種類という
カウントもできる

情報Ⅰの教科書は全部で１３種類

※今後の改定時に
統廃合が行われる可能性高

66



情報Ⅰの教科書は全部で１３種類 ※日本文教出版 図解と実習は2冊としてカウント

研究論文（2022年）

高等学校「情報Ⅰ」教科書の索引に掲載された語句の傾向
麗澤大学国際学部 准教授 中園長新

情報Ⅰの教科書 全１３冊の索引を比較※日本文教出版 図解と実習は2冊としてカウント 

【出典】麗澤大学国際学部 中園長新
高等学校「情報Ⅰ」教科書の索引に掲載された語句の傾向
https://conference.ciec.or.jp/pdf/2022pcc/pcc077.pdf

「10 種以上の教科書に収録されている語句数に
着目しても，その数は100であり，全体の5.5%に
すぎないことが確認された。」（引用） 
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https://conference.ciec.or.jp/pdf/2022pcc/pcc077.pdf
https://conference.ciec.or.jp/pdf/2022pcc/pcc077.pdf
https://conference.ciec.or.jp/pdf/2022pcc/pcc077.pdf
https://conference.ciec.or.jp/pdf/2022pcc/pcc077.pdf


『⋯⋯「その場で読んで考えさせる問題を作ろう」
というものである．つまり，情報の基礎を学んでい
れば，リード文を理解して解くことが可能な
思考問題を目指し，暗記的な知識を問う問題を極力
避けるというわけだ．』
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情報関係基礎の元作問者 竹内郁雄先生の論文（2001年 古文書）

https://ndlsearch.ndl.go.jp/books/R000000004-I6032162

出典：竹内郁雄：出題ノート22（情報関係基礎），
大学入試フォーラム，No.24，pp.56-61 (2001)．http://id.ndl.go.jp/bib/6032162

情報関係基礎と情報Ⅰは，別ものですが類似する点も多いと考えています。

https://www.dropbox.com/scl/fi/cp4zub5vy7ng38qv2vtut/
22.pdf?rlkey=kv3ij1vn2o3koit4inuod03s5&e=1

「実際に各学科で教えられている教科書を見て唖然とした。真面目に共通部分を取り出すと，
空集合と言わないまでも，限りなくそれに近い。どう逆立ちしても入学試験として使える問題は作れそうにない。」

https://ndlsearch.ndl.go.jp/books/R000000004-I6032162
https://ndlsearch.ndl.go.jp/books/R000000004-I6032162
https://ndlsearch.ndl.go.jp/books/R000000004-I6032162
https://t.co/0iKkXu7k7Z
https://t.co/0iKkXu7k7Z
https://www.dropbox.com/scl/fi/cp4zub5vy7ng38qv2vtut/22.pdf?rlkey=kv3ij1vn2o3koit4inuod03s5&e=1
https://www.dropbox.com/scl/fi/cp4zub5vy7ng38qv2vtut/22.pdf?rlkey=kv3ij1vn2o3koit4inuod03s5&e=1


出版社名 教科書名 扱い

東京書籍
新編情報Ⅰ（情Ⅰ701） 〇

情報Ⅰ Step Forward!（情Ⅰ702） 〇

実教出版

高校情報Ⅰ Python（情Ⅰ703） 〇

高校情報Ⅰ JavaScript（情Ⅰ704） 〇

最新情報Ⅰ（情Ⅰ705） 〇

図説情報Ⅰ（情Ⅰ706） ー

開隆堂 実践 情報Ⅰ（情Ⅰ707） ー

数研出版
高等学校 情報Ⅰ（情Ⅰ708） ー

情報Ⅰ Next（情Ⅰ709） 〇

日本文教出版

情報Ⅰ（情Ⅰ710） 〇

情報Ⅰ図解と実習－図解編（情Ⅰ711）
〇

情報Ⅰ図解と実習－実習編（情Ⅰ712）

第一学習社 高等学校 情報Ⅰ（情Ⅰ713） 〇

試作問題 第１問 問３ 論理回路

※教科書の良い・悪いの基準ではありません

教科書レベル以上の詳細な説明
真理値表と論理回路が与えられていた
 →事前にある程度理解しておけば
時間短縮できるが

「覚えておかなくても大丈夫」
（言い換えると教科書持ち込み可のようなもの）
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事前知識が与えられる可能性が高いもの（情報デザイン分野の例）



事前知識が与えられる可能性が高いもの（情報デザイン分野の例）

究極の５つの帽子掛け→一部の教科書に少し載っている程度（索引なし）

教科書より詳しい説明！ その場で読解・考察

試作問題 第１問 問４ 70



事前知識が与えられないもの（知っていること前提）

出版社名 教科書名 扱い

東京書籍
新編情報Ⅰ（情Ⅰ701） 〇

情報Ⅰ Step Forward!（情Ⅰ702） 〇

実教出版

高校情報Ⅰ Python（情Ⅰ703） 〇

高校情報Ⅰ JavaScript（情Ⅰ704） 〇

最新情報Ⅰ（情Ⅰ705） 〇

図説情報Ⅰ（情Ⅰ706） 〇

開隆堂 実践 情報Ⅰ（情Ⅰ707） 〇

数研出版
高等学校 情報Ⅰ（情Ⅰ708） 〇

情報Ⅰ Next（情Ⅰ709） 〇

日本文教出版

情報Ⅰ（情Ⅰ710） 〇

情報Ⅰ図解と実習－図解編（情Ⅰ711）
〇

情報Ⅰ図解と実習－実習編（情Ⅰ712）

第一学習社 高等学校 情報Ⅰ（情Ⅰ713） 〇

１６進法 ２進法の
やり方を知らないと解けない

試作問題 第１問 問２

※教科書の良い・悪いの基準ではありません

全教科書に掲載+
数学で習っている

71



中学～高校までの別の必修科目で扱っていれば
情報Ⅰの教科書に載っていなくても知識がある前提となる

例）箱ひげ図・四分位数→数学Ⅰでも習っている

第４問 データの活用の問題は
事前知識が与えられないものがほとんど 72

試作問題 第４問 問２



大半の用語は、
完全に暗記・理解していなくても
問題文に教科書レベル以上の解説が
与えられる可能性が非常に高い

先生！
それって、どれですか？
全教科書の索引用語合計は2000語以上
そんなの調べられるのか？

73



２０２４年４月
情報処理学会 情報入試委員会がすごい資料を公開！

CCライセンス
非営利・改変禁止のマークがない→
同じライセンスを表示すれば
商用利用・改変しての公開も可能！

https://sites.google.com/a.ipsj.or.jp/ipsjjn/wordlist

ベースは電気通信大学（国立大学）の研究チーム中心に多くの時間を使って調査
→説明会に４回参加しました。

74

https://sites.google.com/a.ipsj.or.jp/ipsjjn/wordlist


2024年4月 情報処理学会 情報入試委員会がすごい資料を公開！

教科書会社の割合（同じ教科書会社の物は重みを小さく）も加味して計算

総意率０～１の範囲で算出
例）約半分の教科書の索引に出てくる→0.5
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事前知識が与えられるもの

試作問題 第１問 問３ 論理回路

教科書レベル以上の詳細な説明
真理値表と論理回路が与えられていた
 →事前知識があれば数分は短縮できる。
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事前知識が与えられないもの

0.8以上のものは知識が与えられない可能性が高い
（例外はあるが安全圏は0.6以上と思われる）

例）試作問題
※肖像権は誰にでも認められる権利（芸能人含む）の知識が必要
パブリシティ権は著名人のみ

77

【注意点】
本資料は情報の全教科書の索引を人手で整理したものであり、完璧に正確とはいえない。
教科書内に用語が出てきても、索引には載ってない場合もある。
→例外もあるということは意識する。

表現の違い

合わせると全教科書に掲載



用語暗記にかける時間を大幅削減！
網掛け部分は体系的な理解と共に暗記も必要

78

例外も含め独自に整理した 重要用語一覧（約500語）×総意率を生徒に提供

【用語説明の出典】情報Ⅰ 大学入学共通テスト対策 会話型テキストと動画でよくわかる／植垣新一（著）山梨大学 准教授 稲垣俊介（監修）／株式会社インプレス 
【総意率の出典】情報処理学会 情報科全教科書用語リスト（https://sites.google.com/a.ipsj.or.jp/ipsjjn/resources/wordlist?authuser=0）



総意率を意識した対策の結果 第１問 問１b IPアドレス（知識問題）
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初年度 知識が問われたもの 駿台講座

IPv4
32 ビットなので232 で約43 億個のIP アドレスを生成できる

世界の人口は2022 年時点で約80 億に及び，
1 人でモバイル端末やパソコンなどを複数台所有していたり，
何台ものルータが使われたりする昨今では，
この数では足りなくなってきている。

IPv6
128 ビットもあるので，2128 個（≒ 43 億の4 乗個）の

IP アドレスを生成できる

総意率高！→初年度出題！

16進法表記なので基数変換観点で問われる可能性あり

80

出典：情報科全教科書用語リスト

いなっち先生
（稲垣俊介先生）



・本人確認と改ざん検知に用いられる

→総意率高 初年度出題

81

初年度 知識が問われたもの 駿台講座

総意率の出典：情報科全教科書用語リスト



第４問 問１ 尺度水準（知識問題）
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重点対策（直前対策は個人で制作し一般公開＋駿台生へも周知）

83

１月12日 共通テスト予想問題演習会 直前演習会 4時間のYouTubeライブ
始めの１問目→性別をあえて数字にして、「名義尺度」を問う問題にした

https://www.youtube.com/watch?v=mUi8VcmT_yA

https://www.youtube.com/watch?v=mUi8VcmT_yA


学習指導要領のキーワード × 総意率高は最重要
総意率高！

84

出典：情報科全教科書用語リスト

出典：高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説



もし市販の問題集を買うなら…

・用語の穴埋めに終始した問題集は、
差が付かない＆点数が伸びない可能性が高い

※総意率が0.6以下のものが大半（８０％ 2000語中1600以上）なので、
多くの問題は教科書レベルの知識が与えられる。（暗記はしなくて大丈夫）
↓

・思考力系（プログラミング、データの活用）
問題に時間をかける。配点割合高！

夏以降は模擬試験系（本番レベル）の問題集が良い
思考力系（大半）は自分で悩む演習量が大切
→必ず時間を意識して解く！ 85

※昨年の7月時点は用語暗記系の市販問題集が大半



プログラミング
初回講義 冒頭部分

86

・プログラミング対策講義は昨年は３コマ（50分×３） ※今年は６コマ
・高校で既にプログラミングを習っていること前提
・学校で習った言語がPython、VBA、JavaScript、Scratch バラバラ
「共通テスト用プログラム表記」で解説



20年前の基本情報技術者試験(当時合格率20%）40点→90点
飛躍的にプログラミング（日本語表記のプログラム）
の点数が伸びた理由

他人のプログラムを追う訓練（トレース）
穴埋めを埋める訓練

✕はじめからプログラムを作る力
動く喜びを
味わうことは大切

数百時間やっても点数が伸びなかった

飛躍的に点数が伸びた

87



高得点へのステップアップ勉強法

①共通テスト用プログラム表記
基本文法の理解 ※あくまで「表記」であり、例示であることに注意

②トレース訓練(他人のプログラムを早く正確に追えるようになる）

③簡単な読解＋プログラムの穴埋め訓練

④模試を通しての訓練（プログラムと文章のひも付け）

本講座では①～③の演習を行います。

88

プログラムの穴埋め（問２・問３）
が平均点以下の人

プログラムの穴埋め（問２・問３）が
平均点を超えている人

プログラムの穴埋め（問２・問３）が
８割を超えている人



①基本文法の理解（共通テスト用プログラム表記）

共通テスト用プログラム「表記」はプログラミング「言語」ではない！
「疑似コード」→アルゴリズムを表すもの
事前に共通テスト用プログラム表記の例示にある基本は理解しておくこと。

【出典】大学入試センター
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=511&f=abm00003141.pdf&n=6-
1_%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%80%8C%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%80%8D.pdf

89

https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=511&f=abm00003141.pdf&n=6-1_%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%80%8C%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%80%8D.pdf
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=511&f=abm00003141.pdf&n=6-1_%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%80%8C%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%80%8D.pdf
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=511&f=abm00003141.pdf&n=6-1_%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%80%8C%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%80%8D.pdf


共通テスト用プログラム表記では，カンマを使って

「tate = 5,yoko = 10」のように，
変数の宣言を1 行で表現することもある。

tate = 5,yoko = 10
tate = 5
yoko = 10

同じ意味

「表記」なので、断りがあれば何でもOK
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配列の要素の順番を指定する添字は
「特に説明の無い限り」０始まり

添字 0 1 2

要素 ケンジ マサト タロウ

添字 1 2 3

要素 ケンジ マサト タロウ



91

５０分で基本を全て解説
【共通テスト用のプログラム表記を実際に動かそう！】
第１回 算術演算子と表示処理
https://note.com/toppakou/n/n0d300a021a98
第２回 変数
https://note.com/toppakou/n/nc1c2a86dbdf2
第３回 条件分岐文と比較演算子とフローチャート
https://note.com/toppakou/n/n27aa1639bcda
第４回 論理演算子
https://note.com/toppakou/n/nc670dcdcdebe
第５回 繰り返し文①（条件繰り返し文）
https://note.com/toppakou/n/nd737c6cb5547
第６回 繰り返し文②（順次繰り返し文）
https://note.com/toppakou/n/n0267a7bd2c27
第７回 配列①（一次元配列）
https://note.com/toppakou/n/n07a2426eb3dc
第８回 配列②（二次元配列）
https://note.com/toppakou/n/n7e47a2b73e2a
第９回 関数
https://note.com/toppakou/n/ned1c7f0c1ef5

全部実際に動かせます！授業でも活用ください（無料）

https://www.youtube.com/watch?v=xJrn1ErHUXo

PyPEN

PyPEN

https://note.com/toppakou/n/n0d300a021a98
https://note.com/toppakou/n/nc1c2a86dbdf2
https://note.com/toppakou/n/n27aa1639bcda
https://note.com/toppakou/n/nc670dcdcdebe
https://note.com/toppakou/n/nd737c6cb5547
https://note.com/toppakou/n/n0267a7bd2c27
https://note.com/toppakou/n/n07a2426eb3dc
https://note.com/toppakou/n/n7e47a2b73e2a
https://note.com/toppakou/n/ned1c7f0c1ef5
https://www.youtube.com/watch?v=xJrn1ErHUXo
https://toppakou.com/PyPEN3/?code=eJx1zDuqwlAYxPE-q_iIjXaWNnFdKc98oqhRSIT4RFCIGBQkxS1EspvxRK3cQuKrvFPP7-8TxyL-K-KMOrHdnR2uiAU1kJovntCENpk-OikRUAfE6fsxEY0hUhuOiLlDVWImvrQ9aTWFOLzf2TNfOlLtvk1vyeVTrrs27Beb3G2IQ6yJHrF_CUTUqvYPup7HP1cC4VJoWQ


本文とプログラムのひもづけが行えることが大切

答えのヒントは本文にある！
本文とプログラムを突き合わせながら解く！
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問１アルゴリズムの理解
問１（実数で問う）
↓設問横断

問３（同じ内容を変数で問う）
出典：大学入試センター 情報Ⅰ 試作問題



空欄キ 解法思考プロセス 繰り返し時の変数が何に使われているか確認！

0 1 2 3 4

1 5 10 50 100

Kouka 硬貨の種類を格納

変数iの範囲は0から４

変数iは配列Koukaの添字として使われている
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次回共通テストに向けの対策
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早めに入試センターの過去問を解いて傾向を理解

★初年度 本試験
→難易度低 早めに自力で解いてもらう

★初年度 追試験（難易度高め）
★旧情報の試作問題/本試験・追試験

→じつは、非常に重要！！

★試作問題
・サンプル問題
・検討用イメージ
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旧情報の試作問題と類似観点が
情報Ⅰの本試験・追試験で出題

各桁の取りうる範囲から総パターン数を答えさせる問題

旧情報 試作問題 第３問 問３ 一部抜粋 情報Ⅰ 本試験 第１問 問２ 一部抜粋

旧情報 試作問題 情報Ⅰ 本試験問題
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旧情報の試作問題と類似観点が
情報Ⅰの本試験・追試験で出題

規約（長文）を読み取らせて、問題となりうる行動を選ぶ問題

旧情報 試作問題 第３問 問１

旧情報 試作問題 コンテンツ利用規約（著作権関連） 情報Ⅰ 追試験問題 プライバシーポリシー

情報Ⅰ 2025 追試問題 第２問A 問５

どちらも事前知識はほとんど不要で
その場の状況（規約）で考察する
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ネットワーク分野の掘り下げた内容が2026年は情報Ⅰで出題される可能性が高い

旧情報 試作問題 第４問

旧情報はネットワーク分野の問題の宝庫
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データの活用 基本演習問題＋動画解説

99

◆再生リスト◆

https://youtube.com/playlist?list=PLhwb58Ij-
QD7hmX2kcme78SNOKqP24Pym&si=Fz06vd5UJj
NfNW93

・データの尺度
・箱ひげ図の比較
※スケールの違いに注意

・相関係数の周期
・移動平均法
・外れ値・標準偏差・平均値
・散布図とヒストグラム
・箱ひげ図と散布図
・複数要素の散布図と相関係数
・相関関係と因果関係
・散布図行列の読み取り
・クロス集計

大学入試センター発表問題を分析し作成した
１問１答形式のデータの活用の問題（短時間で基本を確認できる）

https://youtube.com/playlist?list=PLhwb58Ij-QD7hmX2kcme78SNOKqP24Pym&si=Fz06vd5UJjNfNW93
https://youtube.com/playlist?list=PLhwb58Ij-QD7hmX2kcme78SNOKqP24Pym&si=Fz06vd5UJjNfNW93
https://youtube.com/playlist?list=PLhwb58Ij-QD7hmX2kcme78SNOKqP24Pym&si=Fz06vd5UJjNfNW93
https://youtube.com/playlist?list=PLhwb58Ij-QD7hmX2kcme78SNOKqP24Pym&si=Fz06vd5UJjNfNW93


模試は非常に練られた本番レベルの問題！

全国模試は非常に詳しい解答冊子が付いてくることが多い

解きっぱなしにせずに！

①模試時間内で解けなかった問題は、
すぐに答えを見ずに自分なりの答えを導き出す。

②答えだけをチラ見（解説見ない）
★★間違っていたら、なぜその答えになるのか考える。

③解説を読み思考プロセスを把握
★★数か月後忘れたころにもう一回！思考プロセスの確認！

本番までに自分なりのペース配分を確立する。
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高校での学びの重要性

101



予備校の映像講座はメリットも多いが
どうしても一方向になる

102

高校での学校現場のメリットを語る部分なので
個別最適化の話は出さない

試験の範囲を漏れなく！



高校 × 予備校 ― 競合ではなく共存 ―
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高校では一人一台端末を活用し
グループワーク等で主体的で対話的な深い学びができる
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【授業実践例】データの活用 自分+友達のデータを使う

★実践例★
山梨大学 准教授 稲垣俊介先生の研究
→生徒自身の日々のスマホ利用状況
「自分事」として、分析してみる

（分析方法の知識は動画教材を準備）

105

【出典】稲垣俊介,大学入学共通テスト「情報Ⅰ」における
「データの活用」の分野に則した授業の検討
2023年情報処理学会情報教育シンポジウム論文（SSS)
→優秀論文賞受賞

予備校（映像講座）のみで行うのは困難



高校での入試対策講座 実践報告
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GIGA端末を活用したグループ対抗（クラス対抗）クイズ大会

107

高校で入試対策講座をするときは可能な限り対話型に



同じ内容の講座（グループ対抗クイズ大会有）を
大人数と少人数で行った場合

満足度にどのくらいの違いが出るのか。

108



共通テスト「情報」対策講座（100分）を同日に２校で実施

109

★大分県立中津南高等学校（約２００名）クラス対抗
※中津は慶応義塾大学の創設者 福沢諭吉の故郷
※私立文系（情報Ⅰが入試科目として必要ない）クラスも参加

https://kou.oita-ed.jp/nakatuminami/school/3252/

★（USA)大分県立高田高等学校（大学進学クラス２５名）
 宇佐

https://kou.oita-ed.jp/takada/subject/13731/
※今年は東京大学および九州大学の合格者あり

２０２５年９月２６日 同日開催

体育館にWi-fi環境あり
全員GIGA端末を利用

https://kou.oita-ed.jp/nakatuminami/school/3252/
https://kou.oita-ed.jp/nakatuminami/school/3252/
https://kou.oita-ed.jp/nakatuminami/school/3252/
https://kou.oita-ed.jp/takada/subject/13731/
https://kou.oita-ed.jp/takada/subject/13731/
https://kou.oita-ed.jp/takada/subject/13731/


同じ内容の講座を大人数と少人数で行った場合
満足度にどのくらいの違いが出るのか。

110

３年生全員 約２００名一斉（クラス対抗戦） 進学クラス２５名一斉（３～４人グループ対抗戦）

授業満足度平均(５点満点）

４.７０
授業満足度平均(５点満点）

４.８１

※ユーザーローカルAIテキストマイニングツールで調査 https://textmining.userlocal.jp/

【反省】私立文系クラス（入試で情報が不要）かどうかの項目を
アンケート項目に入れて分析するべきだった



大学入試への期待と課題

111



112
出展:Society 5.0 －ともに創造する未来－ 日本経済団体連合会 https://www.keidanren.or.jp/policy/society5.0.html

「Society 5.0」（超スマート社会）
は、2016年1月に閣議決定された
「第5期科学技術基本計画」におい
ては、次のように定義

「サイバー空間とフィジカル空間を高度に
融合させたシステムにより、経済発展と
社会的課題の解決を両立する
人間中心の社会」

シンギュラリティの到来(2045年?)
（AIが人間よりも賢い知能を生み出す時点）

情報Ⅰを学ぶ意義

大きく変化する時代を生き抜くうえで必要な資質・能力を育む科目
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「文理問わず」情報科学を学ぶことが標準となっている

出典：数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度：文部科学省

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00001.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00001.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00001.htm


元エンジニアの立場から…

114

良いシステムとは、IT企業だけで作り上げるものではなく、
それを利用し、支えるすべての人々が協力して構築していくもの。
→最低限情報ⅠレベルのITリテラシーを一人ひとりが身につけていることが重要
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2025年度入試は配点比率10%以上が半数に満たない

出典：ベネッセコーポレーション

10％
以上

10％
未満



段階的に配点UPの例（筑波大学）

116



【再掲】 決して情報Ⅰだけの勉強ではない 他教科と連動

117
出典：ベネッセコーポレーション

当日参加者のみの公開情報
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全学部・学科「情報Ⅰ」の配点比率を10%以上に！

出典：ベネッセコーポレーション

10％
以上

10％
未満

※個人的な希望です



最後に・・

情報科の先生は各校に１名程度・・（私も現在は駿台情報科講師は１人）

我々は孤独だ。
だが、一人ではない。

漫画「宇宙兄弟」に出てくる宇宙飛行士のセリフ

学校・企業 垣根を越えて力を合わせていきましょう！
119



ご清聴ありがとうございました！
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